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2026 年３月期通期連結業績の予想値と実績値との差異及び 

減損損失（特別損失）の計上に関するお知らせ 
 

2025年10月30日に公表いたしました2026年３月期の通期連結業績予想（2025年4月1日～2026年3月31日）

と、本日公表いたしました実績値との間に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、2026年３

月期第４四半期連結会計期間（2026年1月1日～2026年3月31日）において、減損損失（特別損失）を計上し

ましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2026 年３月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

420,000 

百万円 

61,000 

百万円 

57,000 

百万円 

37,000 

円 銭 

132.50 

実績値（Ｂ） 416,201 62,027 60,822 63,713 228.16 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,799 1,027 3,822 26,713 ― 

増減率（％） △0.9% 1.7% 6.7% 72.2% ― 

(ご参考)前期連結実績 

(2025 年３月期） 
369,436 47,621 47,890 33,704 120.66 

 

(注)当社は、2026 年 1 月 1 日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。 

 

２．差異の理由 

後述の３．「減損損失（特別損失）の計上について」に記載のとおり、減損損失（特別損失）を 158 億

４百万円計上した一方、2026 年３月 24 日付の「公開買付けへの応募結果及び特別利益の計上に関するお

知らせ」に記載のとおり、投資有価証券売却益（特別利益）を 491 億 44 百万円計上したことにより、親

会社株主に帰属する当期純利益が予想を上回る結果となりました。 
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３．減損損失（特別損失）の計上について 

2026 年３月期第４四半期連結会計期間において、当社及び連結子会社が保有する一部の固定資産につ

いて、158 億４百万円の減損損失を計上しました。内訳は以下となります。 

(1) 当社連結子会社イビデンフィリピン株式会社の固定資産に係る減損損失の計上 

連結子会社であるイビデンフィリピン株式会社において、今年度の業績は堅調に推移したものの、

同社が主力とするパソコン向け製品の競争環境がさらに厳しくなることが予想されることに加え、

大幅な需要拡大が見通せないため、同社の将来の事業計画を保守的に見直した結果、減損の兆候が認

められました。これを受け、将来の回収可能性を慎重に検討した結果、同社固定資産の帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、106 億 30 百万円の減損損失を計上しました。 

(2) 当社及び連結子会社の固定資産に係る減損損失の計上 

当社及び連結子会社において、今後使用見込のない遊休資産について、51 億 74 百万円の減損損失

を計上しました。 

 

以 上 


